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水
田
風
景
も
緑
が
一
層
映
え
る
季
節
と
な
り
、
根
の
定
着
と
気
温
の
上
昇
に
伴
っ
て
、

苗
の
成
長
は
日
毎
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

水
管
理
が
亜
要
と
さ
れ
る
水

稲
栽
塘
で
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
病
害
虫
の
発
生
が
一
番
心
配

さ
れ
、
天
候
な
ど
自
然
的
被
害

豊
作
の
願
い
を
託
し
て

Ｉ
”
ｌ
ｈ
ｌ
農
作
業
フ

病
害
虫
は
早
期
発
見
・
早
期
防
除

●一

一

と
述
い
早
期
発
兄
、
早
期
防
除

で
克
服
で
き
る
こ
と
か
ら
、
注

意
深
く
兄
川
る
こ
と
が
肝
些
で

す
。

ズ〃の撲滅を目指して防虫剤を散布（嘉瀬）"イネミ
ル
回
蕨

昨
年
、
嘉
瀬
地
侭
の
一
部
で

発
生
し
た
新
害
虫
の
〃
イ
ネ
ミ

ズ
ゾ
ウ
ム
シ
”
が
今
年
も
町
内
に

発
生
し
、
葉
の
食
害
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
幼
虫

が
根
を
食
い
荒
す
こ
と
か
ら
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

〃
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
〃
は

昭
椥
五
十
一
年
、
愛
知
叫
下
で

発
兄
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

煙
入
害
虫
で
、
水
田
で
繁
殖
し

た
新
成
虫
が
、
畦
畔
や
、
土
手

雑
木
林
な
ど
の
越
冬
場
所
へ
移

動
し
、
雑
草
や
落
葉
の
下
で
休

眠
。
山
植
え
が
始
ま
る
と
水
川

に
飛
来
し
て
移
り
、
稲
の
姉
梛

ま
た
、
町
内
作
付
舳
椰
の
主

流
を
占
め
る
ア
キ
ヒ
カ
リ
や
コ

チ
ミ
ノ
リ
は
、
”
イ
ネ
カ
ラ
バ

エ
“
に
弱
い
こ
と
か
ら
、
適
正

な
薬
剤
狼
度
を
心
掛
け
る
な
ど

効
率
の
良
い
防
虫
剤
散
布
が
必

要
で
す
。 〃

中
干
し
作
業
“
は
温
暖
気
候
で

″
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
〃
は
越
冬

●ｰ
や
苗
寅
塀
耕
繩
条
件
に
関
係
な

く
寄
生
し
食
害
は
ド
ロ
オ
イ
ム

シ
と
似
て
お
り
、
形
杣
は
穀
象

虫
を
小
さ
く
し
た
感
じ
で
す
。

こ
の
將
虫
が
一
株
に
一
匹
の

寄
生
で
一
○
ア
ー
ル
当
り
四
五

キ
ロ
の
減
収
に
な
る
と
さ
れ
、

撲
滅
に
向
け
て
適
正
防
虫
剤
の

使
川
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

出
械
前
に
発
生
す
る
〃
絞
枯

瓶
“
や
冷
害
鉱
象
下
で
も
発
生

す
る
〃
葉
い
も
ち
瓶
々
は
、
杏

虫
と
遮
っ
た
意
味
で
広
が
る
一
」

と
か
ら
、
や
は
り
三
川
一
Ｍ

り
連
動
」
を
習
慣
づ
け
、
苗
葉

を
よ
く
観
察
し
、
発
兄
し
た
ら

ドロオイムシ

の食害
イネミズゾウムシ

の食害

「
イ
ネ
ミ
ズ
」
の
発
見
は

葉
の
食
害
か
ら

即
防
除
に
努
め
、
そ
の
後
も
状

況
を
兄
て
追
加
散
布
が
必
要
で

す
。

苗
の
分
け
つ
が
こ
れ
か
ら
雌

盛
期
に
な
り
、
穂
首
分
化
期
ま

で
の
間
、
中
干
し
に
入
り
ま
す

が
作
業
は
温
暖
な
気
候
を
兄
計

ら
い
、
中
干
し
後
の
〃
か
ん
が

い
〃
や
〃
排
水
”
は
除
々
に
行

う
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

”
イ
ネ
ミ
ズ
“
の
越
冬
成
虫

ドロオイムシの食害と似ているが、

イネミズは1ミリ位の幅でまつすぐ

に食べる。 ’
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今
年
度
 

N
県
政畠
蕊験
訟
麟
m
熱
幾
 

県
の
重
要
施
策
に関
す
る
要

望
・
意
見
・
批判
な
ど
を
聞
き

県
政
の
参
考
と
す
るた
め
に
設

け
ら
れ
て
い
る
県
政
モ
ニ
タ

ー
 

（
喜良
市
）
が委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
 

県
政
モ
ニ
タ
ー
は
、県
の
ア

ン
ケ
ー
ト
回
答
や
モ
ニ
ター
会

議
な
ど
に出
席
し
ま
す
が
、政

治
・
経
済及
び
社
会
一
般の
問

題
に
関
心
を
持
ち
県
政
モニ
タ
 

ー
と
し
て
熱
意
の
も
って
い
る

二
〇
歳以
上
の
方
に委
嘱
さ
れ
 

桑田哲明さん 

木村美智子さん 

生
活
に
関
連
の
高
い物
資
等

の
価
格
の
動
向
や出
回
り
状
況
、
 

を
調
査
し
、
生
活
の
安
定
に
役
 

美
子
さ
ん
（
金
木
）と
木
村
美
 

商
品
の
品
質や
目
方
が違
う

な
ど
ト
ラ
プ
ル
の
苦
情
・
不
満

の
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
県
消

費
生
活
苦
情相
談
員
に
長
利
キ

ョ
さ
ん
（
栄
町
，5
21
2
3
5
 

1
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
 

智
子
さ
ん
（
嘉
瀬）
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
 

モ
ニ
タ
ー
は
県
の
指
定
品
目

三
十
種類
の
出
回
り状
況
な
ど

を
毎
月
調
査
して
い
ま
す
。
 

よ
 

ぞ
 

長利キョさん 

或
 

し
 

肌
 に

金
木
町
か
ら
桑
田
哲
明
さ
ん
 
てま
す
。
 

●

前
・
●
一・
、
、・
●
、
、、
舎
・
、
内
、、
A
角
、
、
、
一

君
わ
鴛
に
【
一
‘
、
一
！
司
、
砥
！
電
吐
阜
一
．
“
、

‘
、
【
馴
．
，

'
 

く
 
立
て
る
た
め
に設
け
ら
れ
て
い
 

し
 
る
県
物
価
モ
ニ
タ
ー
に
津
島
恵
 

，
‘

端
 

国
の
四
全
総

（
第
四
次
全国

総
合
開
発
計
画
）
や
県
の
第
五

次
長
期
総
合
計
画
の
策
定
が
進

む
中
で
、
“金
木
町
総
合
計
画
《
 

は
昭
和
四
十
八
年
度
に
地
方
自

治
法
に
基
き
策
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
目
標
年
次
が
昭
和
五
十
七

年
度
で
あ
り
、
か
つ
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
な
ど
に
対
応
す
 
 る

た
め
そ
の
後
の
計
画
が
急
が

れ
て
い
ま
し
た
。
 

今
回
の
計
画
は
、
昭
和
六
十

一
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
昭

和
七
十
年
度
ま
で
の
十
年
間
を

計
画
期
間
と
し
、
町
の
将
来
像

や
目
標
を
定
め
る
基
本
構
想
。
 

こ
れ
に
沿
っ
て
具
体
的
な
町
の

発
展
策
を
表
す
基
本
計
画
。
さ
 

入

る
 

ら
に
、
基
本
計
画
で
定
め
た
施

策
を
明
ら
か
に
す
る
実
施
計
画

の
三
つ
か
ら
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
十
年
間
の
う
ち
に
も

情
勢
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
基
本
計
画
は
五
年
、
実
施

計
画
は
三
年
間
で
見
直
し
を
図

り
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら

目
標
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
計
画
内
容
は
、
町
行
 

策
定
体
制
と
し
て
は
、
庁
内

各
課
の
代
表
か
ら
な
る
策
定
主

任
会
議
と
各
課
長
ら
十
八
人
で

構
成
す
る
策
定
会
議
を
設
置
し

て
い
る
ほ
か
、
町
長
の
諮
問
に

応
じ
て
計
画
案
を
審
議
す
る
町

総
合
開
発
審
議
会
を
設
置
。
四

月
ニ
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第

一
回
審
議
会
で
は会
長
に
大
橋

勇
五
郎
氏
を
選
出
し
た
ほ
か
、
 

策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を

慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
昭
和
三
十
年
三
月
一
 
 財

政
全
般
に
わ
た
る
、
町
づ
く

り
の
指
針
と
も
言
え
ま
す
。
 

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
昨
年

度
実
施
し
た
農
村
総
合
整
備
計

画
策
定
に
係
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
 

ト
調
査
の
結
果
ゃ
、
集
落
懇
談

会
で
の
意
見
要
望
の
ほ
か
、
さ

る
五
月
二
十
七
日
か
ら
六
月
十

三
日
ま
で
の
十
一
日
間
、
各
集

落
毎
に
開
い
た
部
落
懇
談
会
で

の
意
見
要
望
も
十
分
反
映
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
計
画
の

形
態
は
①
基
礎
的
条
件
整
備
計

画
②
産
業
振
興
計
画
③
生
活
環

境
整
備
計
画
④
住
民
福
祉
計
画

⑤
教
育
文
化
計
画
⑥
行
財
政
計

画
の
六
つ
に
分
け
て
策
定
す
る

予
定
で
す
。
 

日
に
旧
金
木
町
、
嘉
瀬
村
、
喜

良
市
村
の
三
町
村
が
合
併
し
て

今
年
で
三
十
周
年
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
八
月
に
記
念
式
典
も
予

定
さ
れ
、
町
民
の
合
言
葉
と
も

言
え
る
「
町
民
憲
章
」
の
制
定

と
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
 
「
 

木
」
「花
」
「鳥
」
を
指
定
す
る
予

定
で
す
が
、
制
定
に
当
っ
て
は

昨
年
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
 

ト
調
査
の
結
果
を
基
に
策
定
主

任
が
文
案
を
作
成
し
、上
部
機

関
に
諮
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

皆さんのご意見を一。と開催された部落懇談会 

目
標
年

度
は
昭

和
七

＋
年
 

町
で
は
、
将
来
の
“
ま
ち
づ
く
り
（
を
進
め
る
た
め
、
町
民
生
活
の
安
定
及
び
生
活
環
境
の

向
上
等
を
目
的
と
し
た
。
第
二
次
金
木
町
総
合
計
画
”
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

に
審
議
会
や
策
定
会
議
な
ど
を
組
織
し
ま
し
た
。
 

「町
民
憲
章
」
、町
の
「木
」
「花
」
「鳥
」
を制
定
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町
で
は
、
将
来
の
〃
ま
ち
づ
く
り
幻
を
進
め
る
た
め
、
町
民
生
活
の
安
定
及
び
生
活
環
境
の

向
上
等
を
目
的
と
し
た
〃
第
二
次
金
木
町
総
合
計
画
“
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で

に
審
議
会
や
策
定
会
議
な
ど
を
組
織
し
ま
し
た
。

国
の
四
全
総
（
第
四
次
全
国
る
た
め
そ
の
後
の
計
画
が
急
が
ら
に
、
基
本
計
画
で
定
め
た
施

総
合
開
発
計
画
）
や
県
の
第
五
れ
て
い
ま
し
た
。
策
を
明
ら
か
に
す
る
実
施
計
画

次
長
期
総
合
計
画
の
策
定
が
進
今
回
の
計
画
は
、
昭
和
六
十
の
三
つ
か
ら
な
り
ま
す
。

む
中
で
、
〃
金
木
町
総
合
計
画
“
｜
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
昭
ま
た
、
十
年
間
の
う
ち
に
も

は
昭
和
四
十
八
年
度
に
地
方
自
和
七
十
年
歴
ま
で
の
十
年
間
を
怖
勢
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
た

治
法
に
基
き
策
定
さ
れ
ま
し
た
計
画
期
間
と
し
、
町
の
将
来
像
め
、
基
本
計
画
は
五
年
、
実
施

が
、
目
標
年
次
が
昭
和
五
十
七
や
目
標
を
定
め
る
基
本
構
想
。
計
画
は
三
年
間
で
兄
直
し
を
図

年
度
で
あ
り
、
か
つ
、
社
会
経
こ
れ
に
沿
っ
て
具
体
的
な
町
の
り
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら

済
情
勢
の
変
化
な
ど
に
対
応
す
発
展
策
を
表
す
基
本
計
画
。
さ
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
り

０
」
Ｉ
。
｜
ま
す
が
、
計
画
内
容
は
、
町
行

０
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目
標
年
度
は
昭
和
七
十
年

ー

幾

戸

ベ
ー

タ

●
皆さんのご意見を－．と開催された部落懇談会

策
定
体
制
と
し
て
は
、
庁
内

各
課
の
代
表
か
ら
な
る
策
定
主

任
会
識
と
各
課
長
ら
十
八
人
で

柵
成
す
る
策
定
会
繊
を
股
置
し

て
い
る
ほ
か
、
町
長
の
諮
問
に

応
じ
て
計
画
案
を
審
鍍
す
る
町

総
合
開
発
審
議
会
を
設
置
。
四

対
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第

一
剛
審
議
会
で
は
会
長
に
大
概

塊
五
郎
氏
を
選
出
し
た
ほ
か
、

策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を

慎
並
に
審
砿
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
年
三
月
一

「
町
民
憲
章
」
、
町
の
「
木
」
「
花
」
「
烏
」
を
制
定

日
に
旧
金
木
町
、
嘉
瀬
村
、
喜

良
市
村
の
三
町
村
が
合
併
し
て

今
年
で
三
十
周
年
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
八
月
に
記
念
式
典
も
予

定
さ
れ
、
町
民
の
合
言
葉
と
も

言
え
る
「
町
民
憲
章
」
の
制
定

と
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
「

木
」
「
花
」
「
烏
」
を
指
定
す
る
予

定
で
す
が
、
制
定
に
当
っ
て
は

昨
年
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
湖
在
の
結
果
を
基
に
策
定
主

任
が
文
案
を
作
成
し
、
上
部
機

関
に
諮
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

財
政
全
般
に
わ
た
る
、
町
づ
く

り
の
指
針
と
も
言
え
ま
す
。

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
昨
年

度
実
施
し
た
農
村
総
合
整
備
計

画
策
定
に
係
る
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
盃
の
結
果
や
、
集
落
懇
談

会
で
の
意
見
要
望
の
ほ
か
、
さ

る
五
月
二
十
七
日
か
ら
六
月
十

三
日
ま
で
の
十
一
日
間
、
各
集

落
毎
に
開
い
た
部
落
懇
談
会
で

の
意
見
要
望
も
十
分
反
映
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
計
画
の

形
態
は
①
基
礎
的
条
件
整
備
計

画
②
産
業
振
興
計
画
③
生
活
環

境
整
備
計
画
④
住
民
福
祉
計
画

⑤
教
育
文
化
計
画
⑥
行
財
政
計

画
の
六
つ
に
分
け
て
策
定
す
る

予
定
で
す
。

℃
一
」
Ｌ
ｊ
ゞ
ん
言
良
市
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

偽
二
川
露
膿
箭
霊

「

議
な
ど
に
出
席
し
ま
す
が
、
政

県
の
重
要
施
策
に
関
す
る
要
治
・
経
済
及
び
社
会
一
般
の
問

一
望
・
意
見
・
批
判
な
ど
を
聞
き
題
に
関
心
を
持
ち
県
政
モ
ニ
タ

》

一
県
政
の
参
考
と
す
る
た
め
に
設
－
と
し
て
熱
意
の
も
っ
て
い
る

一
け
ら
れ
て
い
る
県
政
モ
ニ
タ
ー
一
己
歳
以
上
の
方
に
委
嘱
さ
れ

↑

１
生
活
に
関
連
の
高
い
物
資
等

鯛
の
価
格
の
動
向
や
出
回
り
状
況
、

お
を
鯛
査
し
、
生
活
の
安
定
に
役

く
立
て
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

し
る
県
物
価
モ
ニ
タ
ー
に
津
島
恵

垂
美
子
さ
ん
（
金
木
）
と
木
村
美

ぞ
’
１
１
７
１
，
ん
智
子
さ
ん
嘉
迦
が
隻
叩
さ

ロ
幸
れ
霊
脾
臓
県
の
擶
定
曾

旦

一
つ
『

ど
一
室
上

一
？
ｊ
ｊ
口
！
、
、
『
岬
窪
詩
榊
緬
や
叫
訓
咽
識
鍛
稚
ど

一
潰
融
繍
蝋
蕊
罵
賢
嘱
溌
獄

今
年
度

暦
騨
鹸
騒
鐡

商
品
の
品
質
や
目
方
が
違
う

な
ど
ト
ラ
ブ
ル
の
苦
摘
・
不
満

の
杣
談
に
応
じ
て
く
れ
る
県
消

費
生
活
苦
情
相
談
員
に
長
利
キ

ヨ
さ
ん
（
栄
町
壷
粟
１
２
３
５

１
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

長利キヨさん

」日一



“さなぷり荒馬この歴史は古く、天保年間  

(1880年代）に藩主信政公が、民情視察の途中、  

金木村を訪れ、八幡宮に五穀豊穣と武運長久の

御祈願をされ、村から帰る途中、粗末な丸太橋

を馬で渡る際、その勇姿に感激した村人たちは、  

村の誉れとして永久に残すべく さ虫送り． の行

事に荒馬踊りとして取り入れ、今日に至ってい

ます。（郷土史参照）  

川倉地区の“虫祭り”  

\
 

 

遥
嚢
審
 

ー~ 

て
ね
り
歩
き
ま
し
た
。
 
 

伝
統
行
事
と
し
て
農
家
に
伝
 
今
で
は

薬
剤
散
布
を
施
し
て
い

わ
る
こ
の
催
し
は
、
田
植
え
の
 

る
も
の
の
、
昔
は
そ
れ
が
な
く

終
了
を
告
げ
る
と
共
に
、
植
え
 

祈
願
す
る
こ
と
だ
け
が
唯

一
の

ら
れ
た
苗
に
害
虫
が
寄
生
し
、
 

手
段
。
そ
の
名
残
り
が
行
事
と
 

し
て
伝
え
ら
れ
“
さ
な
ぷ
り
荒

馬
刀
は
昭
和
五
十
六
年
九
月
県

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
 
 

藤
枝
地
区
で
催
さ
れ
た
“
虫

送
り
）
は
、
村
の
長
老
が
半
日

が
か
り
で
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
の

七
節
も
あ
る
“
虫
）
を
稲
わ
ら

で
作
り
、
午
後
か
ら
若
者
が

一

軒

一
軒
荒
馬
を
踊
り
な
が
ら
門

付
け
。
五
十
三
戸
全
て
の
家
々

を
回
る
と
、
最
後
に
村
は
ず
れ

の
保
食
神
社
へ
虫
を
掲
げ
ま
し

た
。
 
 こ

の
間
、
訪
問
さ
れ
た
各
家

で
は
、
荒
馬
に
酒
を
振
る
舞
い

ま
す
が
、
途
中
ョ
レ
ョ
レ
に
な

り
、
道
路
端
の
セ
キ
に
落
ち
た
 

元
気
な
荒
馬
も
あ
る
く
ら
い
で
、
 
 

最
後
の
家
に
た
ど
り
つ
い
た
と
  

き
は
、
荒
馬
の

尾
を
引
き
ず
り

広
い
道
路
も
か

な
り
狭
く
感
じ

る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
 
 

地
区
民
総
出

で
こ
の
伝
統
行

事
を
盛
り
上
げ
、
 
 

今
年
の
豊
作
を

祈
っ
て
い
ま
し
 

た
。
 
 

ま
た
、
同
日
催
さ
れ
た
川
倉

地
区
の
“
虫
祭
り
〈
は
、
青
年

団
が
主
体
と
な
っ
て
“
太
刀
振

り
”
と
“
荒
馬
踊
り
《
で
行
い

虫
を
退
散
さ
せ
る
た
め
か
、「
ア

シ
ッ
、
シ
ッ
、
シ
ッ
」
の
掛
け
 ゾ

  
声
で
太
刀
に
な
ぞ
え
た
棒
を
振

り
回
し
、
こ
こ
で
も
門
付
け
。
 
 

酒
が
進
む
に
つ
れ
て
、
相
手
の

頭
を
た
た
い
た
太
刀
振
り
も
出

る
始
末
で
、
三
柱
神
社
を
元
気

に
出
た
約
四
十
人
の
青
年
団
員

も
、
村
は
ず
れ
で
最
後
に
行
わ

れ
た
“も
ち
つ
き
ー
と
“虫
い
じ

め
〉
の儀
式
に
は
、
六
ー
七
人
。
 
 

両
地
区
と
も
出
発
か
ら
七
時

間
を
要
し
、
田
植
え
後
の
農
家

だ
け
の
祭
り
に
酔
っ
て
い
ま
し

た
。
 
 こ

の
祭
り
で
、
村
中
の
害
虫

は
も
ち
ろ
ん
、
弱
虫
、
イ
ジ
ケ

虫
、
腹
の
虫
ま
で
酒
に
よ
っ
て

追
い
出
さ
れ
た
感
じ
で
す
。
 
 

県無形文化財の荒馬。子どもたちも応援（金木）  

藤枝地区の“虫送 

鷺
！
麟麟
 
 

昆
虫
退
散
、

五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
昔
な
が
ら
の
虫
送
り
が
、
五
月
ニ
十
六
日
に
川
倉
、
藤
枝
。
 
 
六
月

七
日
に
金
木
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
県
無
形
文
化
財
の
《さ
な
ぷ
り
荒
馬
《
が笛
、
太
鼓
に
合
わ
せ
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昆
虫
退
散
、
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
昔
な
が
ら
の
虫
送
り
が
、
五
月
一
一
十
六
日
に
川
倉
、
藤
枝
。
六
月

七
日
に
金
木
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
県
無
形
文
化
財
の
〃
さ
な
ぶ
り
荒
馬
”
が
笛
、
太
鼓
に
合
わ
せ

て
ね
り
歩
き
ま
し
た
。

伝
統
行
事
と
し
て
農
家
に
伝
今
で
は
薬
剤
散
布
を
施
し
て
い
し
て
伝
え
ら
れ
〃
さ
な
ぶ
り
荒

わ
る
こ
の
催
し
は
、
田
植
え
の
る
も
の
の
、
昔
は
そ
れ
が
な
く
馬
勿
は
昭
和
五
十
六
年
九
月
県

終
了
を
告
げ
る
と
共
に
、
植
え
祈
願
す
る
こ
と
だ
け
が
唯
一
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ら
れ
た
苗
に
害
虫
が
寄
生
し
、
手
段
。
そ
の
名
残
り
が
行
事
と
て
い
ま
す
。

▽
ユ
’
’
一
鍔
”
一
口
▼
ｒ
毎
、
Ｊ
‐
”
夕
、
グ
ー
戸
Ｊ
〔
・
Ｉ
・

五
穀
豊
穣
を
祈
言
耐
孟

・
ゞ
’
．
〆
｜
み
〃
。
・
も
。
、
・
・
》
；
一
“
鮎
へ
。
，
｜
ゞ
、
〃
《
．
．
・
、
、
‐
“
↓
。
、
。
４
．
・
写
１
〕
．
Ｊ
・
‐
．
◇
【
咋
・
ヘ
・
〕
《
、
，
』
・
“

‐
１
．
、
プ
、
ｉ
呉
・
苧
・

昔
な
が
息
虫
送
廻

Ｉ
、
ゲ
ノ

ｌ
ｒ
、

兇
’
一

。
■
是
〔
｜
〈
」
一
一
』
、
■
・
‐
Ｐ
一
一

一
、
『
ゞ
↑
“
《
〕
｜
“
］
｜
｜
・
今
ハ
、
ノ
・
・
ｉ
・
》
つ
Ｑ
ｌ
Ｄ
『
‐
．
ｑ
‐
．

《
烏
》
』
ｒ
’
．
↑
↑
毎
。
１
．
｜
心
一
Ｊ
、
岬
・
‐
一
Ｆ
‐
？
‐
』
‐
』
ハ
ー
．
ぼ
い

●－県無形文化財の荒馬。子どもたちも応援(金木）

藤
枝
地
区
で
催
さ
れ
た
〃
虫

送
り
“
は
、
村
の
長
老
が
半
日

が
か
り
で
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
の

七
節
も
あ
る
〃
虫
々
を
稲
わ
ら

で
作
り
、
午
後
か
ら
若
者
が
一

軒
一
軒
荒
馬
を
踊
り
な
が
ら
門

付
け
。
五
十
三
戸
全
て
の
家
々

を
回
る
と
、
鍛
後
に
村
は
ず
れ

の
保
食
神
社
へ
虫
を
掲
げ
ま
し

た
。

こ
の
間
、
訪
問
さ
れ
た
各
家

で
は
、
荒
馬
に
酒
を
振
る
舞
い

ま
す
が
、
途
中
ヨ
レ
ョ
レ
に
な

り
、
道
路
端
の
セ
キ
に
落
ち
た

元
気
な
荒
馬
も
あ
る
く
ら
い
で
、

般
後
の
家
に
た
ど
り
つ
い
た
と

き
は
、
荒
馬
の

尾
を
引
き
ず
り

広
い
道
路
も
か

な
り
狭
く
感
じ

る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

地
区
民
総
出

で
こ
の
伝
統
行

事
を
盛
り
上
げ
、

今
年
の
豊
作
を

祈
っ
て
い
ま
し
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
’

た
。
ｍ
叫
川
川
叶
』
画

ミさなぶり荒蝿ミの朧史は古く、天保年州

(1880年代)に藩主ｲ占政公が、雌怖視察の途I|』、
金木村を飾れ、八幡宮に五穀坐嬢と武運踵久の

御祈願をされ、村から端る途中、粗末な丸太橘

を馬で渡る際、その勇姿に感激した村人たちは、

村の誉れとして永久に銭すべく§虫送り暑の行

ｿ:;に荒馬踊りとして取り入れ、今l_lに至ってい

ます。（郷土火参照）

『
ま
た
、
同
日
催
さ
れ
た
川
倉
声
で
太
刀
に
な
ぞ
え
た
棒
を
振

地
区
の
〃
虫
祭
り
“
は
、
背
年
り
回
し
、
こ
こ
で
も
門
付
け
。

団
が
主
体
と
な
っ
て
〃
太
刀
振
酒
が
進
む
に
つ
れ
て
、
相
手
の

り
“
と
〃
荒
馬
踊
り
“
で
行
い
頭
を
た
た
い
た
太
刀
振
り
も
出

虫
を
退
散
さ
せ
る
た
め
か
、
「
ア
る
始
末
で
、
三
柱
神
社
を
元
気

シ
シ
、
シ
シ
、
シ
シ
」
の
掛
け
に
出
た
約
四
十
人
の
青
年
団
員

1．FI&,

雑さ毎基
､

一

一一

川倉地区の“虫祭り”
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｢h一

春
の
大
連
動
会
が
。
さ
る
六

月
二
日
、
町
内
四
つ
の
小
学
校

で
同
時
に
行
わ
れ
、
ピ
カ
ピ
カ

の
一
年
生
も
汗
だ
く
で
が
ん
ば

っ
て
い
ま
し
た
。

金
木
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
、
川

倉
の
小
学
校
が
一
斉
に
通
勤
会

と
あ
っ
て
、
街
並
は
、
閑
古
鳥

が
鴫
く
程
の
静
け
さ
で
、
反
面

各
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
は
、
ど
こ

も
声
援
が
こ
だ
ま
す
る
大
賑
い

と
な
り
ま
し
た
。

１
■
｜
川

、

小 学
蕊 ど

の
会
場
も
雌
近
は
、
町
内

単
位
や
個
人
毎
に
カ
ラ
フ
ル
な

テ
ン
ト
が
ズ
ラ
リ
と
張
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
達
も
我

が
家
を
ま
ち
が
え
る
腿
で
、
こ

の
川
の
た
め
に
作
ら
れ
た
お
母

さ
ん
の
ご
ち
そ
う
に
大
は
し
ゃ

ぎ
。
征
川
述
動
会
だ
と
い
い
の

に
ね
・
・
…
…
．
。

こ
の
う
ち
、
創
立
両
十
周
年

を
迎
え
た
金
木
小
学
校
で
は
、

赤
組
と
白
組
そ
れ
に
汀
組
の
三

つ
に
分
か
れ
、
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
古
川
町
長
ら
来
賓
の
兇

ｰ

一

F生

白’p■
一rd〃

P

b

＝』

一
『
確
屋
画

一
？
痴

評
一 瀞

で

藩

一
一一

一

レ
ゴ

f

0

守
る
中
、
華
や
か
な
応
援
合
戦

を
繰
り
広
げ
て
競
技
が
始
ま
り

ま
し
た
。
百
メ
ー
ト
ル
な
ど
の

徒
競
争
の
ほ
か
剛
年
生
以
上
に

よ
る
太
″
振
り
、
荒
賜
、
し
し

伽
り
を
披
撚
し
、
歓
声
を
呼
ん

で
い
ま
し
た
。

町
内
全
て
の
小
学
校
が
同
じ

Ｈ
に
催
さ
れ
る
迎
勤
会
も
め
ず

ら
し
く
、
ど
こ
の
小
学
校
も
独

特
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
競
技

で
趣
向
を
こ
ら
し
、
こ
れ
川

人
の
児
亜
と
父
兄
は
、
初
夏
の

一
時
を
楽
し
み
ま
し
た
。

７
．
垂
一
一
｝
一
４
公
一
『<~"ー

嘉瀬小1年生もうすぐボクの番だゾ

溌
灘
鶴
慰
騒
騒
罠
壁
謹

福
祉
、
環
境
．

〃
福
祉
の
時
代
“
と
言
わ
れ

る
今
川
、
私
た
ち
が
生
活
を
す

る
上
で
生
命
の
安
全
と
雌
服
を

様
々
な
角
度
か
ら
兄
い
川
し
、

血
接
携
っ
て
い
る
課
が
、
庁
舎

一
階
に
あ
る
民
生
課
で
す
。

こ
の
民
生
課
の
仕
蛎
は
、
福

祉
と
衛
生
に
大
別
さ
れ
、
福
祉

係
は
、
軍
人
恩
給
・
生
活
保
護

身
障
者
・
精
薄
者
に
関
す
る
事

務
を
は
じ
め
、
老
人
福
祉
や
老

人
保
健
、
敬
老
年
金
、
児
童
手
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
所
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
の
支
給
も
担
当
し
、
福
祉
セ
ま
た
、
福
祉
バ
ス
や
保
健
指
民
生
課
で
は
、
福
祉
と
衛
生

ン
タ
ー
や
憩
の
家
な
ど
の
管
理
導
車
な
ど
目
的
に
応
じ
た
公
川
の
彊
務
を
進
め
る
上
で
、
民
生

も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
車
を
十
一
台
有
し
、
職
幽
は
、
委
幽
や
保
健
協
力
貝
と
タ
イ
ア

瀧
難
蛎
鵜
霊
霊

■
｜

麺
四
四
一
１
－
Ｊ
ロ
ッ
カ
ー
京
一

皇_唾
、
田

口
閨

税
務
課

出
納
室

町
民
礫

ﾎ町
1

ル民胤|畠|蜜柵l髄
卜勺I工

1階民生課

『
民
生
課
長
Ｉ
須
崎
由
美
㈱

昭
和
２
年
７
月
配
日
生
ま
れ

役
場
勤
続
調
年

職
員
（
犯
年
）
と
管
理
職

（
四
年
）
の
長
老
。

白
ら
健
康
づ
く
り
に
専
念
。

私
の
一
言
…
…
…

私
た
ち
、
福
祉
行
政
に
た
ず

管
理
職
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

さ
わ
る
職
幽
は
、
常
に
住
民
の

福
祉
と
健
康
を
考
え
、
特
に
経

済
的
そ
の
他
に
お
い
て
恵
ま
れ

な
い
環
境
に
あ
る
方
々
に
対
し

そ
の
独
立
心
を
そ
こ
な
う
こ
と

な
く
健
康
で
明
る
い
生
活
が
出

来
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
に
心

が
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ｌ
‐
‐
・
ｉ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
ｌ
Ｌ



死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
は
成
人
病
 

I
が
ら
麟
細
麟
‘舞
 

r

ん
難
●
」懸

競
綴
 

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
？
 
六
月
、
七
月
と
朝
早
く
起
き
る
の
が
、
気
持
ち
の
良
い
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
食
欲
は
？

・
 仕
事
は
バ
リ
バ
リ
や
っ
て
い
ま
す
か
？

・
 

今
年
も
、
結
核
検
診
を
始
め
各
種
検
診
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
検
診
は
健
康
を
守
る
大
切
な

も
の
で
す
。
家
族
み
ん
な
の
た
め
に
、
そ
し
て
何
よ
り
、
自
分
自
身
の
た
め
に
進
ん
で
受
け
ま
し

よ
・
つ
。
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表-1 
金木町における死因別死亡者調 

誤 1 2 3 4 5 線死亡数 

昭和 

45 鳶 感
  
包5 

尋ま 
88 	7 

艇68 
‘り-0-’  6 

100 

50 国 包1 鵬7 

し ザ 

--'-.14 Vd8 島13 
122 

55 ノγ破 
\J%, 遮2 国 畢 8 

加  8 島4 
98 

56 （瓦 鵬4 国 島
10 

加 10 r881 109 

57 く混 7 国 曲12 鵬1 帯 8 
98 

58 国 更 21 包1 

舗
尿

憐
  

6
  
帯 5 

100 

59 層i24 国 包9 . 	10 

疾
坐

4
  

馴
馴
系
の
 

口
 
段
 
そ
の
他
の
 

 
4
  

102 

「
司
引
釧
木
町
で
は
、小
 

一襲
縄
編
口
病

」
 

が
流
行
し
て
い
ま
す
。
 

 

」
 、
 
一
 

 

   

ま
た
、
成
人
病
は
、
徐
々
に

病
気
が
進
ん
で
、
長
い
間
、
病

気
の
進
行
に
気
付
か
な
い
こ
と

が
多
い
と
い
う
特
徴
も
持
っ
て

い
ま
す
。
 

こ
の
ニ
ッ
ク
キ
成
人
病
を
予

防
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
 

さ
て
、
あ
な
た
は
町
で
実
施

し
て
い
る
検
診
を
ど
の
く
ら
い

ご
存
じ
で
す
か
？
・
。そ
の
”
つ
ち

い
く
つ
の
検
診
を
受
け
ら
れ
た

で
し
ょ
う
か
。
 

現
在
、
金
木
町
で
は
、
高
血

圧
や
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
を
早

期
発
見
す
る
一
般
健
康
診
査
。
 

肺
結
核
の
発
見
を
目
的
と
し
た

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
。胃
ガ
ン
、
 

胃
十
二
指
腸
潰
務
の
早
期
発
見
 
 

い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

あ
る
人
は
、
少
々
体
の
調
子

が
悪
く
て
も
、
 「
こ
の
程
度
は

健
康
だ
」
と
思
い
、
あ
る
人
は
 

「異
常
」
と
感
じ
る
よ
う
に
、
 

人
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
、
と
ら

え
方
が
ま
ち
ま
ち
で
す
。
 

し
か
し
、
病
気
は
あ
る
程
度

進
行
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
自

覚
症
状
が
現
わ
れ
“
体
の
調
子

が
変
だ
ー
と
い
う
こ
と
に
気
が

付
き
ま
す
。
 

大
部
分
の
方
が
、
自
覚
症
状

が
出
て
か
ら
始
め
て
医
師
を
訪

れ
る
の
で
す
が
、
 「健
康
だ
」
 

と
感
じ
て
い
る
時
か
ら
定
期
的

に
健
康
診
断
を
受
け
、
体
の
異

常
や
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と

が
、
健
康
な
体
を
成
人
病
か
ら

守
る
オ

ー
の
手
段
な
の
で
す
。
 

に
役
立
つ
胃
ガ
ン
検
診
。
子
宮

筋
腫
や
卵
巣
の
う
腫
、
子
宮
ガ
 

，
卯
 

づ
m
 

こ
の
病
気
は
“
ウ
ィ
ル

ス
ー
が
原
因
の
夏
か
ぜ
の

一
種
で
、
病
名
の
と
お
り

手
の
ひ
ら
、
足
の
う
ら
、
 

口
の
中
に
水
庖
が
出
ま
す
。
 

手
、
足
に
出
る
水
庖
は

指
紋
に
沿
っ
て
あ
る
の
が

特
徴
で
、
少
し
か
ゆ
み
が

あ
り
ま
す
。
 

口
の
中
に
は
、
ほ
お
の
内

側
、
舌
、
の
ど
に
出
き
、
の

一
ど
は
ま
っ
赤
に
な
り
、
小
学
 

薙
」
‘
「
ると

ひ
ざの
後
ゃ
、
 

ン
の
早
期
発
見
の
た
め

の
子
宮
ガ
ン
検
診
。
乳

腺
症
及
び
乳
ガ
ン
の
早

期
発
見
に
努
め
る
乳
ガ

ン
検
診
。
上
腹
部
超
音

波
に
よ
る
胆
石
発
見
検

査
。
成
人
向
け
の
検
診

は
こ
ん
な
に
あ
り
ま
克

毎
年
こ
の
よ
う
な
検

診
を
実
施
し
て
、
い
つ
 
2
 

も
残
念
に
思
う
こ
と
は
 
表

働
き
盛
り
の
年
令
層
に

あ
る
男
性
の
受
診
率
が
表
2
の

よ
う
に
と
て
も
低
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
 

家
族
の
大
黒
柱
と
な
っ
て
い
 
 

か
」
町
に
‘
水
揃
が
出
る
こ
一

と
が
あ
り
ま
す
。
 

三
十
％
位
の
子
供
に
は
、
 

軽
い
発
熱
も
あ
り
ま
す
が
、
 

一
日
ー
二
日
で
熱
 
ん
 

半
漕
博
『
如
 

特
効
薬
は
あ
り
ま
 
り
 

か
ル
o
熱
が
下
が
 
あ
 

り
水
庖
が
出
な
く
 
n
 

ー
フ
チ
j
上
ノ
‘
 
で
 

な
れ
ば
、
入
浴
や
 
気

外
出
も
o
K
で
す
o
病

予
防
法
と
し
て
 
氷
 

は
、
伝
染
す
る
こ
と
か
ら
 
長

患
者
の
近
く
に
連
れ
て
行
か
）
 

な
い
こ
と
と
、
手
洗
い
の
励
 

行
を
。
 

一
 

る
お
父
さ
ん
、
自
分
の
健
康
管

理
に
少
し
の
時
間
が
あ
れ
ば
で

き
る
検
診
を
今
年
こ
そ
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
？
・
。
 

金
木
町
に
住
む
人
た
ち
は
、
 

一
体
何
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て

い
る
方
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

昭
和
四
十
五
年
か
ら
五
十
九

年
ま
で
の
十
五
年
間
、
金
木
町

の
死
因
別
死
亡
数
を
比
較
し
て

み
ま
す
と
表
1
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

こ
こ
で
お
気
付
き
の
よ
う
に

ガ
ン

・
脳
卒
中
・
心
臓
病
の
い

わ
ゆ
る
三
大
成
人
病
が
最
大
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

こ
の
成
人
病
は
、
三
十
歳
代

後
半
の
ち
ょ
う
ど
働
き
盛
り
の

頃
か
ら
急
激
に
発
生
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
 

検
診
の
い
ろ
い
ろ
 

特効薬がない 

手足口病 

表-2 

昭和59年胃ガン検診の結果 
集
 

計
 

受
診
者

数
 

男
  

女
  

今
年
が
初
め

て
 
の
 
人
 

異
常
な
し
 

想
の
あ
る
者

織
以
外
の
疾
 

誰
雄
M
1
24
64
6“一
9
1
3
7
 

 

40才未滴 101 33 68 45 98 3 

40-49才 255 63 192 40 235 16 

50-59才 251 56 195 40 234 12 

(651'60 
46 82 34 7 42 3 

-6召 81 28 53 14 76 4 
70才以上 42 20 22 10 38 3 

計 776 212 564 156 723 41 

■
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表一1

金木町における死因別死亡者調 Ⅱ
刈
死
亡
原
因
の
ト
シ

金
木
町
に
住
む
人
た
ち
は
、

一
体
何
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て

い
る
方
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
四
十
五
年
か
ら
五
十
九

年
ま
で
の
十
五
年
間
、
金
木
町

の
死
因
別
死
亡
数
を
比
較
し
て

み
ま
す
と
表
１
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

な
っ
て
き
ま
し
た
。
食
欲
は
？
仕
事
は
バ
リ
バ
リ
や
っ
て
い
ま
す
か
？

今
年
も
、
結
核
検
診
を
始
め
各
種
検
診
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
検
診
は
健
康
を
守
る
大
切
な

も
の
で
す
。
家
族
み
ん
な
の
た
め
に
、
そ
し
て
何
よ
り
、
自
分
自
身
の
た
め
に
進
ん
で
受
け
ま
し

ょ
う
。 皆

さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
？
六
月
、
七
月
と
朝
早
く
起
き
る
の
が
、
気
持
ち
の
良
い
季
節
に
い
の
で
し
ょ
う
か
。

11213141511総死亡数釧
雨
妬

唾断

f蕊 鰐邸
を
す
い
７零⑨‘

咽
故
６

100

鴎“鍵 毒 或
迩

呼
吸
田
系似！⑧卵

一
弱
一
弱
一
師
一
記
一
弱

122

｜

’

７

側 飼 鴎．
；8

や8鍵， 98

０
０
１
１

偽
封の 間

菰
竹
支
炎

肺
炎
＆
８

頃
か
ら
急
激
に
発
生
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
お
気
付
き
の
よ
う
に

ガ
ン
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
の
い

わ
ゆ
る
三
大
成
人
病
が
最
大
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
成
人
病
は
、
三
十
歳
代

後
半
の
ち
ょ
う
ど
働
き
盛
り
の

錘‘似‘ 109 プ
は
成
人
病
Ｉ

零’間“鍵！似，⑳ 98

零。⑦‘ ６

輪
限
縣⑳ 100

へ勺

乙I

零Ⅲ
疾
巡
４

そ
の
他
の

柵
困
系
の４

，
髄⑨，⑳鍵‘心 102

さ
て
、
あ
な
た
は
町
で
実
施

し
て
い
る
検
診
を
ど
の
く
ら
い

ご
存
じ
で
す
か
？
。
そ
の
う
ち

い
く
つ
の
検
診
を
受
け
ら
れ
た

で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
金
木
町
で
は
、
商
血

圧
や
動
脈
硬
化
、
心
臓
病
を
早

期
発
見
す
る
一
般
健
康
診
査
。

肺
結
核
の
発
兄
を
目
的
と
し
た

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
。
Ｗ
ガ
ン
、

Ｗ
十
二
指
腸
潰
癌
の
早
期
発
兄

鐸
土

い
ま
す
。

こ
の
ニ
ッ
ク
キ
成
人
病
を
予

防
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良

ま
た
、
成
人
瓶
は
、
徐
々
に

癖
気
が
進
ん
で
、
長
い
間
、
病

気
の
進
行
に
気
付
か
な
い
こ
と

が
多
い
と
い
う
特
徴
も
持
っ
て

ｌ
検
診
の
い
ろ
い
ろ
Ｉ

に
役
立
つ
Ｗ
ガ
ン
検
診
。
子
宮

筋
脈
や
卵
巣
の
う
嘘
、
子
宮
ガ

常
や
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と

が
、
健
康
な
体
を
成
人
病
か
ら

守
る
オ
ー
の
手
段
な
の
で
す
。

あ
が
悪

健
康

「
異

人
そ

え
方し

進
行

覚
症

が
変

付
き大

が
出

れ
る

と
感

に
趣へ

る
人
は
、
少
々
体
の
調
子

く
て
も
、
「
こ
の
程
度
は

だ
」
と
思
い
、
あ
る
人
は

常
」
と
感
じ
る
よ
う
に
、

れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
、
と
ら

が
ま
ち
ま
ち
で
す
。

か
し
、
病
気
は
あ
る
程
度

す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
白

状
が
現
わ
れ
“
体
の
調
子

だ
》
と
い
う
こ
と
に
気
が

ま
す
。

部
分
の
方
が
、
自
覚
症
状

て
か
ら
始
め
て
医
師
を
妨

の
で
す
が
、
「
健
駁
だ
」

じ
て
い
る
時
か
ら
定
期
的

康
診
断
を
受
け
、
体
の
異

●

f沁

~ 0
は
こ揮

診
を

も
残

働
き

あ
る

よ
う

と
で鳧

示

～ ～

ン
の
早
期
発
兄
の
た
め

の
子
宮
ガ
ン
検
診
。
乳

腺
症
及
び
乳
ガ
ン
の
早

期
発
見
に
努
め
る
乳
ガ

ン
検
診
。
上
腹
部
超
音

波
に
よ
る
肌
布
発
兄
検

査
。
成
人
向
け
の
検
診

側
、
舌
、
の
ど
に
出
き
、
の

ど
は
ま
つ
赤
に
な
り
、
小
学

生
に
な
る
と
ひ
ざ
の
後
や
、

最
近
、
金
木
町
で
は
、
小

学
生
を
中
心
に
「
手
足
口
病
」

が
流
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
病
気
は
〃
ウ
ィ
ル

ス
“
が
原
因
の
夏
か
ぜ
の

一
種
で
、
病
名
の
と
お
り

手
の
ひ
ら
、
足
の
う
ら
、

口
の
中
に
水
庖
が
出
ま
す
。

手
、
足
に
出
る
水
庖
は

指
紋
に
沿
っ
て
あ
る
の
が

特
徴
で
、
少
し
か
ゆ
み
が

あ
り
ま
す
。

口
の
中
に
は
、
ほ
お
の
内
は
、
伝
染
す
る
こ
と
か
ら

男
性
の
受
診
率
が
表
２
の

に
と
て
も
低
い
と
い
う
こ

す
。

族
の
大
黒
柱
と
な
っ
て
い

ん
な
に
あ
り
ま
魂

年
こ
の
よ
う
な
検

実
施
し
て
、
い
つ

念
に
思
う
こ
と
は

盛
り
の
年
令
肘
に

表－2

昭和59年胃ガン検診の結果』

小

る
お
父
さ
ん
、
ｎ
分
の
健
康
管

理
に
少
し
の
時
間
が
あ
れ
ば
で

き
る
検
診
を
今
年
こ
そ
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
？
。

患
者
の
近
く
に
連
れ
て
行
か

な
い
こ
と
と
、
手
洗
い
の
励

行
を
。

築受

齢

考

計数

40才未満101

40～49才255

50～59才251
－－－－－福一一一

（65才↑）46
60～64才81

7 0 才 以 上 4 2

計776

お
し
り
に
も
水
庖
が
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

三
十
％
位
の
子
供
に
は
、

軽
い
発
熱
も
あ
り
ま
す
が
、

輌
蠣
舞
聡
権
一
嘘
一
網
一
一
網
一
一
銅
龍
ゞ
９
－
”
｜Ｉ

唖
叫
釧
麺
華
－
３
－
蝿
一
理
－
３
４
３
’
１
’
４

異
常
な
し
一
一
肥
一
錨
一
郵
一
躯
沁
一
銘
一
顧
一

今
年
が
初
め
弱
一
如
型
７

て
の
人
一
一
一
一
一
一
一
１
｜

に

川
、
鍋
一

８
２
５
４
３
２
４

女
６
四
泊
３
５
２
詑

一
漁
一
曲
一
郎
一
蝿
一
認
一
加
一
池

リ』

一
日
～
二
日
で
熱
ん

は
下
が
り
ま
す
。
せ

◆
●
白
●
●
●
●
李
圭
一

特
効
薬
は
あ
り
ま
り

せ
ん
。
熱
が
下
が
あま

り
水
庖
が
出
な
く
乱

な
れ
ば
、
入
浴
や
気

外
出
も
○
Ｋ
で
す
。
病く

予
防
法
と
し
て
ｌ弓

染
す
る
こ
と
か
ら
長

＝ ■ _ ｰ _ = 一 － 一 一 一 一 一 P一
一
一ー
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5 月28日開かれた「青空教室」 

鯛
味
確

郵
か
ぽち
ゃ
 

町
営
牧
場
 

か
ん
議
結
鷺論

 

管
理
業
務
を
肉
用
牛
組
合
に

委
託
し
て
い
る
町
営
模
範
牧
場

で
、
放
牧
が
行
わ
れ
、
 一
六
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の
牛
が
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二
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ー
三
十
セ
ン
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に
伸
び
た
新
鮮
な
牧
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を
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て
牧
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を
走
り
回
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て
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を
体
い
っ
ぱ
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に
受
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回
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、
新
鮮
な
や
わ
ら
か
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牧
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を
、
お
い
し
そ
う
に
反
柵

し
て
い
ま
し
た
。
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植
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し
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世
代
の
参
加
を
呼
 

植樹する古川町長 

今
や
金
木
町
の
 
「名
産
品
」
 

と
し
て
定
着
し
て
い
る
“
え
び

す
か
ぽ
ち
ゃ
”
は
、
多
収
よ
り

高
品
質
を
ー
。
と
、
つ
る
の
選
定

や
着
果
作
業
を
終
え
、
管
理
体

制
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。
 

味
は
抜
群
で
、
東
京
、
名
古

屋
方
面
で
好
評
を
博
し
て
い
る
 

“え
b
す
か
ぼ
ち
ゃ
）
も
、野
菜

の
価
格
変
動
の
例
に
も
れ
ず
、
 

毎
年
上
・
下
し
、
昨
年
は
安
値

を
し
い
ら
れ
、
反
収
約
十
二
万

円
。
三
十
万
円
を
目
標
に
今
年

こ
そ
ー
。
と
期
待
を
寄
せ
て
い
 
 ま

す
。
 

こ
れ
か
ら
の
作
業
は
、“
つ
る

回
し
〉
と
“床
返
し
ー
が
主
で
、
 

形
や
着
色
で
等
級
が
決
ま
る
こ

と
か
ら
、栽
培
農
家
は
二

個
一

個
て
い
ね
い
に
撫
で
回
し
、
信

用
の
お
け
る
“
か
な
ぎ
か
ぼ
ち

ゃ
”
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

金
木
農
協
で
は
、
七
月
上
旬

の
 
「目
ぞ
ろ
え
会
」
頃
に
は
、
 

販
売
見
通
し
が
判
る
と
し
な
が

ら
、
総
額
で
五
千
万
円
の
売
上

を
見
込
ん
で
お
り
、
今
年
の
高

値
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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範
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。
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催
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令
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三

三
年
の
ひ
ば
を
伐
採
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た
大
倉

岳
国
有
林
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一
林
班
（
通
称
川

倉
山
）
三
〇
ア
ー
ル
を
会
場
に

行
わ
れ
、
植
樹
に
先
立
ち
、
古

川
竹
夫
町
長
と
鈴
木
三
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金
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営
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が
主
催
者
を
代
表
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、
中
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で
、
山
火
事
警
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会
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）
を

開
き
、
山
菜
採
り
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
、
山
火
事
防
止
と
遭
難
防

止
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
 

し
た
。
 

し
た
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今
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の
放
牧
は
、
 

今
春
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
仔
牛
七
四

頭
を
含
め
、
肉
用

黒
毛
和
種
が
全
部

で
一
六
二
頭
。
検

査
が
終
り
新
し
い

耳
標
が
付
け
ら
れ

る
と
、
次
々
に
牧

区
に
入
れ
ら
れ
ま
 

し
た
。
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収
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制
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

味
は
抜
群
で
、
東
京
、
名
古

屋
方
面
で
好
評
を
博
し
て
い
る

〃
え
び
す
か
ぽ
ち
汐
も
、
野
菜
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収
約
十
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、
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や
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で
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通
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が
判
る
と
し
な
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総
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で
五
千
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の
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を
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で
お
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の
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に
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ま
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範
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ま
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た
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、

今
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を
含
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、
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用

黒
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和
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で
一
六
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。
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査
が
終
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新
し
い

耳
標
が
付
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れ

る
と
、
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に
牧
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入
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の
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、
中
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会
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採
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を
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こ
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で
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に
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さ
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が
、
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と
し
て
飼
っ
て
い

た
も
の
を
、
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で
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で
、
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、
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。
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狸
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仲
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入
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で
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か
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5月31日現在前月比

男6,860人(+4)

女7,364人（-25）

人口14,224人(-21)

世帯数3,905世帯(+1)
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